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（学校の写真） 

＜第４学年：やさしい町ゆづき＞        

 ４年生は、防災活動や福祉活動に関わっている 

方から、命を守るために、様々な立場の人と支え 

合うことの大切さを学んだ。命の教室、福祉体験 

活動を通して、みんなが、住みやすい町にするために自分にできることを考え、実践

の意欲を高めた。 

 また、校内のバリアフリーについて調べた後、道

後商店街などに行き、町の中の点字ブロックやスロ

ープなどのバリアフリーについても調べ、ロイロノ

ートで撮影し、考えたことをまとめ、発表した。い

ろいろな個性をもった人たちと共に生きるダイバー

シティについての考えを深めた。 
 

＜第６学年：日本の文化再発見～台北市との友好交流～＞ 

 本校は台湾台北市にある松山小学校と交流を続けている。昨年 

度は松山小学校の児童と本校 6年生が直接交流を行ったり、手紙 

のやり取りを行ったりした。 

 今年度は、12月に聖カタリナ大学の友好交流推進員を招いて、「台北市との学校友

好交流」を行い、台湾や台北市のことについて紹介をしていただいた。児童は台湾の

学校生活や言葉についての実体験に基づく話を、自分たちの生活と比較しながら聞く

ことができた。また、湯築小学校の児童からは、湯築小学校の学校生活や校区内にあ

る伝統的な施設などを紹介した。最後に道後商店街を中心に踊られているＢОＮダン

スを友好交流推進員と踊った。それらの活動を通して、日本と台湾の文化の違いを感

じるとともに、互いの伝統や文 

化のよさについて気付くことが 

できた。さらに、他国を尊重す 

る態度や国際社会の一員として 

の自覚を養うことができた。 

 

 

 

 

 

 


